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日本の図書館法 (LibraryAct of 1950)の扱いを見ると、かつては市販の通常の六法の中
に図書館法は採録されていなかった。しかし、最近では、有斐閣の『六法全書』を見ると、
図書館法が採録されているというふうに変わってきた。図書館がそれなりに認識されてき






















































































































































































(American Association of Law Libraries)がある。これは 1906年に創設されて、 100年近くの歴






















































































































































The Legal Information Institute (LII) -Providing Catalysis， Innovation， and Integration in a 


























































































































































































































































































































v. Zuger-> 1997 ND 97，明 13とかあるいは_Zugerv. Zuger-> 1997 ND 97，市 13，563 N.W. 2d 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































Technical foundations of AustLII 






















































































































Copyright Act 1968 s35 
















































































































































































































































































































































して掲げてきたものについて、意見交換をしたいと思います。二番目は、羽直atis our barrier? 
何がそのミッションの遂行を妨げているのだろうか。教育的、経済的、政治的、または、
技術的な見地から、それを整理したいと思います。主要な柱の最後は、Whatis 0町 dream?
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